
1
4
P
O

F
l

を
一

か
二 

OO

法
人
「
風
に
立
つ
ラ
イ

オ
ン
」
(
堂
園
晴
彦
理
事
長
)

で
は
、
毎
年
、
医
学
生
・
看
護
学
生

人
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
に
あ
る

「
死
を
待
つ
人
の
家
」
に
送
り
出
す
。

医
療
・
福
祉
へ
の
途
上
者
が
、
自

ら
の
心
身
が
他
人
の
役
に
立
つ
こ
と

を
経
験
す
る
「
時
間
と
空
間
」
で
あ

る
。
私
も
壮
行
会
に
参
加
し
必
死
の

挨
拶
を
す
る
。

「
実
践
は
制
度
を
超
え
、
神
学
を
超

え
て
神
の
愛
を
現
わ
す
。
三

キ
リ
ス
ト
者
・
国
家
公
務
員
と
し
て
、

実
践
の
意
義
と
価
値
を
学
ん
だ
。
僅

ハ
〈
ロ
に
生
み
出
し
て
い
く
。
き
ぼ
う
の

い
え
は
、
自
分
の
人
生
を
生
き
直
す

た
め
の
場
所
で
あ
る
。
彼
ら
が
人
生

の
最
後
の
と
き
に
生
き
る
希
望
を
取

り
戻
し
、
悲
し
み
を
癒
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
場
で
あ
り
た
い
。

山
本
の
記
述
は
生
々
し
い
。
「
き

ぼ
う
の
い
え
で
は
、
ど
ん
な
状
態
の

入
居
者
も
ス
タ
ッ
フ
と
対
等
で
い
た

い
。
:
・
し
て
あ
げ
て
い
る
の
で
も
、

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
も
な

い
。
介
護
は
恩
を
着
せ
た
り
、
卑
屈

に
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
」
。
そ
の
考
え
は
見
事
。
し

か
し
そ
の
実
践
の
た
め
、
山
本
は
数

度
に
わ
た
り
欝
病
に
な
る
。
山
本
と

同
労
の
妻
、
美
恵
さ
ん
の
率
直
さ
が

感
動
を
呼
ぶ
。
私
も
「
無
理
す
る
な

よ 
1
」
と
語
り
つ
つ
、
「
無
謀
さ
の

生
む
爽
や
か
さ
」
に
心
軽
く
な
る
。

福
祉
は
制
度
が
作
り
出
す
も
の
で

は
な
く
、
実
践
こ
そ
が
制
度
を
生
み

出
す
。
山
本
の
よ
う
な
「
無
謀
な
試

み
」
こ
そ
が
、
我
が
国
の
福
祉
を
世

界
に
誇
る
も
の
に
創
り
あ
げ
る
。

多
く
の
方
々
に
、
素
敵
な
本
書
を

お
読
み
い
た
だ
き
心
の
こ
も
っ
た
支

援
も
お
願
い
し
た
い
。

著

者

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル

(

や

ま

も

と

・

ま

さ

き

)

一

九

六

三

年

生

ま

れ

。

九

五

年

上

智

大

学

神

学

部

卒

業

。

二

O

0

0
二

年

一
 
月

「

さ

ぽ

う

の

い

え

」

開

設

。

0
年
間
、

歳
で
実
践
の
体
験
を
さ
れ
る

こ
と
を
羨
ま
し
く
思
う
」

本
書
で
山
本
は
記
す
。
「
ぼ
く
は

マ
ザ
ー
-
テ
レ
サ
が
カ
ル
カ
ツ
タ
に

聞
い
た
『
死
を
待
つ
人
の
家
』
の
こ

と
を
思
っ
た
。
あ
の
よ
う
な
も
の
が

は
た
し
て
山
奇
に
実
現
で
き
る
の
か

ど
う
か
、
試
し
て
み
た
い
」
。
本
書

の
副
題
は
「
『
き
ぼ
う
の
い
え
』
の

無
謀
な
試
み
」
。

場
」
事
業
を
、
二

一
人
の
神
学
生
が
「
生
活
す
る

O
O

二
年
か
ら
山

人
生
の
最
後
に
希
望
を
取
り
戻
す
た
め
に


山谷でホスピス

始めました。
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